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出所：TCVN 5289:2006、TCVN 7047:2009、TCVN 9771:2013を基にInfoBank作成。

定義・法的枠組み
ベトナムでは「冷凍食品」を包括的に定義する“法律条文上の定義”は存在せず、個別規格
（TCVN・QCVN 等）で実質的に定義されている。

TCVN：ベトナム国家標準
製品やサービスの品質・性能・試験方法などを定めた標準で、原則は任意適用。国際規格（ISO等）をベースにしたものも多く、認証・適合宣言・輸出入検査などの技術
的な基準として参照される
QCVN：国家技術規則／国家技術基準
安全・環境・保健衛生などについて、守らなければならない最低限の技術要件・限度値を定めた強制規制であり、ベトナム国内で製造・輸入・流通する対象製品は遵守が
義務。違反すると販売禁止や罰則の対象となる場合がある。

規格番号 英語名称（略記） 主対象・品目 規定の主眼 冷凍食品に関する要点

TCVN 
5289:2006

Frozen aquatic products –
Hygienic requirements

冷凍水産物全般（動物
性水産品で、さらに加工さ
れる前提の冷凍製品）

ヒスタミン、重金属、微生
物など衛生・安全に関する
許容限界値を規定

冷凍水産物を対象とし、冷凍状態での流
通・保管を前提に衛生基準を設定

TCVN 
7047:2009

Frozen meat – Technical 
requirements

冷凍肉（家畜・家きん・一
部野生動物の枝肉・部分
肉）

外観、臭い、組織、汚染
物質、微生物限界値など
品質・技術要件を規定

凍結肉を対象とし、中心温度−12℃基準
など技術条件を定義

TCVN 
9771:2013

Code of practice for the 
processing and handling 
of quick frozen foods

穀類、果実・野菜、魚、肉、
家禽製品、ベーカリー・生地
製品などの急速冷凍食品

受入れから加工、急速冷
凍、保管、輸送、流通、小
売までの実務規範

−18℃以下での維持、流通中は−12℃を
上限とするコールドチェーン管理を規定

◼ TCVN 9771:2013では「冷凍食品」の横断的概念とコールドチェーン要件を実質的に定義している。
◼ TCVN 7047 では「冷凍肉＝中心温度 −12℃以下」、TCVN 9771では「冷凍＝中心温度 −18℃以下」を基準としており、技術的には −12

〜−18℃の閾値が使い分けられている。

冷凍食品関連の主な TCVN
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出所：QCVN 02-09:2009/BNNPTNT、食品安全通達などのベトナム法規定を基にInfoBank作成。

定義・法的枠組み
本レポートにおいて、ベトナムにおける冷凍食品とは品目別TCVNとTCVN9771により、中心温
度−18℃（一部−12℃）を基準とする冷凍・保管条件が技術的に定義されるカテゴリと定義。

冷蔵・冷凍設備に関する QCVN
• QCVN は国家技術規格であり、食品そのものではなく、冷蔵・冷凍倉庫や水産施設の食品安全条件を規定している。
• QCVN 自体は「冷凍食品」というカテゴリーの定義というより、「冷凍状態を維持する設備・環境」の技術条件を示す役割が大きい。

QCVN 02-09:2009/BNNPTNT

「水産品用冷蔵倉庫の食品安全条件（Cold store for fishery product – Conditions for food 
safety）」
• 水産品の冷蔵・冷凍庫における温度維持、構造、衛生管理などの要件を定める。
• 実務上、冷凍水産物を −18℃以下で保管・流通させるコールドチェーンの基準として用いられる。

食品安全通達
例：Circular 30/2012/TT-BYT 

等）
• 冷蔵・冷凍保管やアイスに用いる水の水質を QCVN（飲料水、生活用水の QCVN 01:2009/BYT な

ど）に準拠させる旨を規定し、間接的に冷凍食品の安全条件を支えている。

✓ ベトナムでは、冷凍食品は品目別の TCVN（冷凍水産物、冷凍肉など）と横断的な TCVN 9771:2013（急速冷凍食品の実務規範）、さら
に水産向け冷蔵・冷凍倉庫の QCVN 02-09:2009/BNNPTNT 等によって、中心温度 −18℃（一部品目は −12℃）を基準とする冷凍・保
管・流通条件が技術的に定義されているカテゴリーと整理できる。

✓ 本レポートでは、TCVN 9771 に基づき「−18℃を基準とする冷凍食品」を主たる対象とするが、一部の品目別規格（例：TCVN 7047）では
−12℃を基準とする冷凍条件も併存している。

本レポートでの冷凍食品の定義と扱い
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出所：ベトナム統計総局、Q&Me、Winmart+を参考にInfoBank作成。

近代小売の拡大
ベトナムではモダントレードが小売の約3割まで拡大し、冷蔵・冷凍設備を備えたスーパーやミニ
スーパーの増加が、冷凍食品の品揃え拡充と消費者への浸透を促進する要因となっている。
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◼ ベトナムの小売市場では依然として伝統的小売（トラディショナルト
レード）が大半を占めるものの、ミニマートやスーパーマーケットなどモダ
ントレードのシェアは小売全体の約3割超にまで上昇しており、今後も
さらなる拡大が見込まれている。

◼ モダントレードは冷蔵・冷凍ケースを備えた売場インフラを提供し、商
品陳列・プロモーション・品質管理を通じて冷凍食品の消費者接点と
信頼性を高める重要なチャネルとなっている。実際に、冷凍肉・海産
物に加え、冷凍餃子・ピザ・フライドチキン・野菜ミックスといった加工冷
凍食品のラインアップ拡充が進んでいる。

Winmartのオンラインスーパーでも冷凍食品の扱いがあり、約５５品目の商品が確認できる（2026年
3月25日時点）
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出所：Euromonitor International、USDA、VietCapを基にInfoBank作成。

近代的小売と伝統的小売の食料品市場規模
ベトナムの食料品小売は2026年現在も伝統小売（市場・小規模店）が約6~8割と優勢だが、
年約1ポイントのペースで近代的小売＋ECへのシフトが着実に進行している。
• ベトナム小売市場の中でも特に食料品は伝統小売での売上が大半を占めている状況は2026年現在でも続いている。ただし、伝統小売優勢は続

いているが、年1ポイント弱のペースで現代小売＋ECへのシフトが進行している状況。

伝統小売がなお多数派
ベトナムにおける近代的小売と伝統的小売の食料品市場規模

（2016～2023年）

USDAやEuromonitorの推計では、2024年時点で食料品を含む小
売において伝統小売（wet market、小型食料品店など）が依然とし
て約6~8割前後の売上シェアを占めるとされる。

ベトナムにおける小売チャネル別売上（2024年、百万ドル）
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出所：世界銀行、Vietnam+、Vietnam Briefing

ベトナム都市部におけるライフスタイルの変化
ベトナム都市部では都市化と中間層拡大により所得が増加し、共働き世帯の家事負担や通勤時
間の長期化を背景に、調理時間短縮や買い物頻度削減ニーズが高まっている。

都市化と中間層の拡大

共働き・家事負担と時短ニーズ

• 都市化率はこの10年で着実に上昇し、都市人口比率は約38%（2024年：世界銀行）ま
で拡大しており、都市部の中間層が増加傾向。現地報道によれば、2030年までには50%を超
える見通し。

• ベトナム統計総局（NSO）によれば、2024年の平均1人当たり月収入（名目）は 540万ド
ン（約213米ドル）。2025年は同 590万ドン（約225米ドル）に上昇し、前年比＋9.3％
（約50万ドン増）。年換算すると、2025年の1人当たり年収入は約7,080万ドン（約
2,700米ドル）となる。

• ベトナムの中間層は急速に成長しており、予測では2026年までに人口の26％が中間層となり、
2035年までに50％に上昇する見込み。

• 世界銀行などが支援したベトナム時間利用調査（2022年）によれば、女性は男性よりも有給
労働に加えて無償家事労働（炊事・掃除・育児など）に平均約3時間多く費やしている。

• 調査では「ほぼすべての女性が毎日家事に従事している一方、男性で家事を行うのは約55％に
とどまる」と報告され、特にフルタイム就業女性では、家事分担への不満度が高いとされる。

• こうした時間制約から、共働き世帯を中心に「調理時間短縮」「買い物頻度削減」を志向するラ
イフスタイルが広がっていると考えられる。

• 伝統的には「ウェットマーケットで毎日生鮮を買って自炊」が主流だったが、都市部では長時間労
働・通勤時間の長期化により、毎日買い物に行く習慣が崩れつつある。
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出所：国際労働機関、博報堂東南アジア生命人間研究所（HILL ASEAN）

女性の社会参加率と共働き率
ベトナムは女性の労働力参加率が約69%と世界的に高水準で、共働き率も97%と東南アジアで
突出しており、時短食品が普及・浸透する素地が整った市場といえる。

ベトナムにおける女性の社会参加率の高さ
• 代表的な指標を見ると、ベトナムの女性の社会参加は国際的に見てかなり高い水準にあると評価できる。まず、国際労働機関（ILO）のモデル推

計にもとづく世界銀行データによると、15歳以上女性の労働力率は、ベトナムでは2023年時点で約68〜69％の水準にある一方、世界平均は
2024年で約51％にとどまっている。

• 次に、世界銀行などの統計によれば、女性が労働力全体に占める比率は、ベトナムでは2023年時点で48.3％であり、1991〜2023年の平均
値も約49％と一貫して高い水準にある。

女性の労働力参加率（15歳以上の女性人口に占める割合）
（2021年：ILO推計モデル） — アジア国別ランキング
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共働き率が高い
• 少しデータは古いが、ベトナムは東南アジアで最も共働き夫婦の割合

が高く、97%に達している（2018年時点）。これは東南アジア地
域平均の80%強を大きく上回る。

• 一方、他の4カ国の調査結果は、タイ（91%）、シンガポール
（80%）、マレーシア（80%）、インドネシア（74%）となってい
る（博報堂東南アジア生命人間研究所（HILL ASEAN））

夫婦ともに収入がある世帯の割合
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出所：農業農村開発省、商工省、統計総局（GSO）、Vietcap（2023年時データ）

生鮮食品の流通構造
伝統的にはベトナムの生鮮食品流通は数百万の小規模農家が主な供給源であり、インフラ未整備
や複雑な供給網により断片化が進み、仲介・収集業者が介在する重層的な構造が一般的。
◼ ベトナムの生鮮食品流通は、伝統的に数百万の小規模農家が主な供給源であり、インフラ未整備や複雑な供給網により断片化されている傾向が

強い。大手小売業者が個別の生産者から直接仕入れることは困難なため、仲介業者や収集業者が介在する重層的な構造が一般的。
◼ ただし、所得の増加に伴い、ベトナムの消費者は食品の産地・出所への関心を高めており、伝統的な流通形態よりも商品のトレーサビリティに優れた

近代的な食品小売業態への需要が拡大している。

ベトナム国内の生鮮食品小売における流通構造

生産 加工・流通 小売

900万世帯

約1.8万の協同組合

約1.2万の企業

仲介業者
（トレーダー）

地域収集業者お
よび一次加工業
者／加工拠点

卸売業者

近代的な小売業者
（主にスーパーマーケット、ミニ
マート、ハイパーマーケットなど約

6,400店舗）

小売・卸売ウェットマーケット（伝統的市場）（全国に約8,500カ所）

卸売業者

域収集業者および
加工業者 卸売業者
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出所：Q&Me、現地報道を精査してInfoBank作成。

電子レンジ・冷蔵庫・ノンフライヤーの普及状況
ベトナムでは冷蔵庫はほぼ普及している一方、電子レンジ保有率は四割弱にとどまり「温めて食べる」習慣
は途上だが、ヘルシーで手軽な揚げ物調理ができるノンフライヤーは都市部中間層を中心に拡大している。

地域別の冷蔵庫・電子レンジの普及率

100 

64 

90

34

0 20 40 60 80 100

冷蔵庫

電子レンジ

ハノイ・ホーチミン市 その他
単位：％

※ベトナム現地調査会社がベトナム全国の1,000人以上の回答者を
対象に、ベトナムの家庭における家電製品の所有率を示したもの

「温めて食べる」習慣はまだ定着途上
• Q&Me（ベトナムで調査を行う日系調査会社）の「Vietnamese 

Household Appliance Ownership Trends」調査によれば、電
子レンジの世帯所有率は全体で39%にとどまる。

✓ 同調査では、都市部（ハノイ・ホーチミン）では64%に達す
る一方、それ以外の地域では34%と大きな開きがある。冷蔵
庫や炊飯器、スマートフォンなどがほぼ全世帯に普及している
一方で、電子レンジは「便利だが必需ではない家電」という位
置づけにあり、購入した食品を温めて食べるという習慣は、都
市部を含めてもまだ広く定着しているとは言い難い。

ノンフライヤーが支持される理由
• 一方、ベトナムではノンフライヤー（エアフライヤー）の普及も進んでい

る。少量の油で従来の揚げ物に近い食感を実現できる「ヘルシー調
理家電」として訴求されているほか、コンパクトでキッチンカウンターに置
きやすいサイズ感も支持されている。

✓ 前日の揚げ物を温め直す、冷凍ポテトやチキンナゲットなどの
スナックを手軽に調理するといった用途がすぐに連想しやすいこ
とも、電子レンジ以上の伸長を支える要因と考えられる。
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出所： Dien May Xanhを参考に InfoBank作成。

ノンフライヤーの普及
ベトナムでは揚げ物中心の家庭料理と健康志向の高まりを背景に、ノンフライヤーが「油をカットしつ
つ手軽に揚げ物を作れる主菜調理家電」として電子レンジよりも普及している。

◼ ベトナム家庭料理は揚げ物・焼き物のおかずが多く、「揚げる」「焼く」を省力化・安全化できる機器へのニーズが強い。ノンフライヤーは少ない油で鶏肉、
春巻き、魚などをカリッと仕上げられるため、「従来の揚げ物をそのまま置き換える」家電として受け入れられている。

健康志向とマーケティングの影響
• ノンフライヤーは「油を80〜90％カット」「ヘルシー」「ダイエットに良い」

といったメッセージで、大手家電量販店やECサイトが積極的に訴求し
ている。 ベトナムでも生活水準の上昇とともに肥満・生活習慣病への
関心が高まり、「好きな揚げ物をなるべく健康的に食べたい」という都
市中間層のニーズにちょうど乗った形になっている。

使い方の分かりやすさ・多機能性
• ノンフライヤーは「食材を入れて温度と時間をセットするだけ」という直

感的な使い方で、レシピ提案も「唐揚げ・ポテト・肉・魚」とイメージしや
すい。

• Sunhouse SHD4030（6.5L）：約1,140,000ドン（約7,100円）
• Rapido RAF-8.0M（8L）：約1,960,000ドン（約12,300円）
• Sunhouse SHD4037（9L）：約1,790,000ドン（約11,200円）
• Rapido RAF-7.5M3（7.5L）：約1,460,000ドン（約9,100円）
• Lock&Lock Steam Air Fryer EJF881（7L）：約1,730,000〜2,990,000ドン（約10,800〜18,700円）

Sunhouse SHD4030 ​Rapido 

（主要なノンフライヤー製品と価格帯）
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出所：FiinGroup

コールドチェーン物流の発展
ベトナムにおけるコールドチェーン物流は、輸出向け水産物・肉類が牽引していたが、近年では国内
向け需要のウエイトが高まっている。

セグメント別ベトナム・コールドチェーン物流市場規模：冷蔵・冷凍保管および冷蔵・冷凍輸送（2023年）

セグメント 市場シェア 市場規模 インフラ・設備

冷蔵・冷凍保管
(Cold Storage) 68% 1億4,460万米ドル 総設計容量：

1,239,475パレット

冷蔵・冷凍輸送
(Cold Transportation) 32% 6,660万米ドル 冷蔵・冷凍トラック数：

1,468台

冷蔵・冷凍保管 冷蔵・冷凍輸送

冷蔵・冷凍保管 68%
1億4,460万米ドル

冷蔵・冷凍輸送 32%
6,660万米ドル

※専門的に管理された冷蔵・冷凍トラックのみを集計。独立系プロバイダー、自社所有のトラックチーム、およびコンテナトラクターは計
算から除外

【市場動向】
• ベトナム現地データプロバイダーであるFiin Goupによれば、ベトナムの冷凍・冷蔵倉庫の設計容

量は、2028年に170万パレットに達する見通しで。コールドチェーン市場の設計容量は2019
年から2023年にかけて年平均成長率（CAGR）13.2%で大きく拡大。

• その主な要因は、水産・食肉・小売といった主要需要分野の成長に対応するかたちで、国内外
の投資家が積極的に参入してきたこととされている。

• 一方、2024年から2025年にかけては海外投資家による大型投資が相次いでおり、短期的
には供給過剰（オーバーサプライ）が生じたともされている。

70 
123 

170 

0

50

100

150

200

2021 2023 2028

ベトナム国内の冷凍・冷蔵倉庫の
パレット数の推移

単位：万パレット

（予測値）
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出所：各社公開情報に基づいてInfoBase作成。

コールドチェーン物流の発展
ベトナムのコールドチェーンは、輸出向け水産・農水産物で先行整備され、国内向け冷凍食品の成
長を受けて内需側へ裾野が広がっている。
• もともと輸出向け水産物中心だった低温物流は、国内のスーパー・コンビニ・専門量販の拡大と、冷凍食品・チルド食品の需要増で内需向け比重

が上昇している。

コールドストレージの主な事業者 コールド輸送の主な事業者

• 米系大手温度管理倉庫業者で、ベト
ナムではSK LogisticsとのJVを通じハノ
イとホーチミンに拠点を持ち、全国向け
コールドチェーンを展開する企業。

• ホーチミン証取上場の物流企業で、ダナン・
ホアカム工業団地で国際標準の冷凍・チル
ド倉庫を運営し、中部・高原地域の農水
産物輸出ニーズに対応する企業

• 水産大手フンヴオン海産のグループ企業で、
ホーチミン市タンタオ工業団地に最大7万ト
ン級の大型冷凍倉庫を保有し、ベトナム最
大規模のコールドストレージ運営を行う。

• 韓国AJグループ傘下で、ロンハウやフンイエ
ン工業団地などにロボットクレーンを備えた
高規格冷蔵倉庫を展開し、低温輸送・多
温度帯保管を一体提供する

Lineage Logistics

Transimex

Hung Vuong

AJ Total

• 全国に冷蔵トラック約300台を持つ統
合コールドチェーン物流大手で、小売・
食品向けに温度管理輸送と倉庫、配
送を一体提供する企業

• 農水産物や食品のコールド輸送を主力とし、
自社トラックで産地と都市部・港湾を結ぶこ
とで、中小企業や輸出業者の生鮮品物流
ニーズに応える

• 地域密着型の冷蔵輸送事業者として、都
市圏内の短距離配送や小ロット対応を得
意とし、飲食店や小売チェーン向けの温度
管理配送サービスを展開

• ベトナム大手の低温運送会社で、ニチレイと
の合弁パートナーでもあり、冷蔵トラックと倉
庫機能を組み合わせ全国レベルで定温物
流サービスを提供する企業

ABA Cooltrans

Dai Tan

Thanh An

Tan Bao An
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ベトナム冷凍食品市場レポート（2026年）
• 市場環境・市場基盤
• 市場動向・市場規模・事例・チャネル
• 消費者動向
• 日本企業への戦略・提言
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出所：InfoBank作成。

ベトナムにおける冷凍食品の分類
ベトナムの冷凍食品市場は、畜肉・家禽、水産、野菜・果物、スナック・軽食、ベーカリー、デザート、
その他業務用素材の7分野に主に分類できる。

ベトナムにおける冷凍食品の分類と対象

冷凍畜肉・家禽

冷凍水産

冷凍野菜・果物

冷凍スナック・軽食
冷凍調理食品・

レディミール

冷凍ベーカリー

冷凍デザート

その他・業務用素材

畜肉（豚・牛などの枝肉、部分肉など）、家禽（鶏・鴨などのブロイラー部位、モモ、胸肉な
ど）、畜肉・家禽の加工品（ハム・ソーセージ、ベーコン、ミートボール、パティ等）

白身魚のフィレなど、甲殻類・カニ類（殻付き、むき身など）、軟体類（イカ、タコなどの胴体、
フィレ）、フィッシュボール、すり身製品、フライ加工品、味付け品など

単品野菜、ミックスベジタブル、冷凍果物など

ポテト系スナック（フレンチフライなど）、チキンナゲット、フィッシュナゲット、スティック、春巻・揚げ
餃子、ワンタン、チーズボール、米飯ベース、麺類ベース、ピザを含む洋風ミールなど

冷凍パン生地、半焼成・焼成済みなど

ケーキ・ペストリーデザート（冷凍ケーキなど）、冷凍モチデザート、アイスクリームなど

冷凍ソース・スープベース、冷凍生地・半製品、介護食・病院食向け冷凍品、給食向けなど

ベトナムにおける
冷凍食品

本レポートが主に対象とするカテゴリ
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出所：スーパーマーケットBach Hoa Xanhの販売価格を纏めてInfoBank作成。 価格は2026年３月26日時点のオンラインスーパーでの価格。

主要な冷凍食品：揚げ春巻き類

ベトナムのスーパーで販売される冷凍食品の中でも、揚げ春巻きは主要なカテゴリの１つ。

No. カテゴリー 製品名 ブランド 価格 (VND) 具材 内容量 数量 生産国

1 ベトナム風揚げ春巻き サクサク皮 イカ揚げ春巻き 300g入り Tran Gia 60,000 イカ 300g 16本入
り ベトナム

2 ベトナム風揚げ春巻き 家庭用エビ・イカ揚げ春巻き 440g入り Cau Tre 75,000 エビ・イ
カ 440g 22本 ベトナム

3 ベトナム風揚げ春巻き パリパリ皮 豚肉揚げ春巻き 400g入り Tan Viet Sin 75,000 豚肉 400g 12本 ベトナム

4 ベトナム風揚げ春巻き エビ揚げ春巻き 400g入り（箱タイプ） Sa Ky 75,000 イカ 400g 約20本 ベトナム

5 ベトナム風揚げ春巻き ハノイ風揚げ春巻き 特選シーフード 300g入り Cau Tre 60,000 海鮮ミック
ス 300g 大サイズ

6本 ベトナム

6 ベトナム風揚げ春巻き サクサク皮 エビ・豚肉揚げ春巻き 500g入り Cholimex 60,000 - 500g 24本 ベトナム

7 ベトナム風揚げ春巻き La Cusina（ラクシーナ） 特選豚肉揚げ春巻き
400g入り LC FOODS 60,000 特選豚

肉 400g - ベトナム

21

5

6 7

※表中の数字は製品に記載の番号と同一です。
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出所：スーパーマーケットBach Hoa Xanhの販売価格を纏めてInfoBank作成。 価格は2026年３月26日時点のオンラインスーパーでの価格。

主要な冷凍食品：練り物類
安定供給されやすい魚・肉類の原材料があるため、すり身・練り物の冷凍食品も現状ではシェアが高
い。

No. カテゴリー 製品名 ブランド 価格 VND 具材 内容量 生産国

1 冷凍練り物 スリミ（魚すり身）チーズ入り団子 Tan Viet Sin 55,000 魚すり身＋チーズ 160g ベトナム

2 海鮮豆腐チーズボール 海鮮豆腐チーズ団子 Cau Tre 52,000 海鮮＋豆腐＋チーズ 240g ベトナム

3 すり身チーズボール スリミチーズボール 200g入り Tan Viet Sin 55,000 魚すり身＋チーズ 200g ベトナム

4 魚肉ボール チーズ入り魚肉ボール 200g入り Tan Viet Sin 55,000 魚すり身 200g ベトナム

5 挙げさつま揚げ 揚げさつま揚げ風魚肉練り物 200g入り Hoa Doanh 38,500 魚すり身 200g ベトナム

6 魚肉ボール C.P 高級魚団子 250gパック C.P.（タイ系） 35,000 魚肉（バサ） 250g ベトナム

7 牛肉ボール 牛肉団子 200gパック Fcook / Hoa Doanh 31,000 牛肉＋魚肉 200g ベトナム

8 豚肉練り物 MEATDeli 揚げ練り物（チャー）300gパック MEATDeli（Masan系列） 79,000 豚肉100% 300g ベトナム

9 牛肉ボール 牛すじ入り肉団子 200gパック Kitkool / LC Foods 34,000 牛肉＋牛すじ 200g ベトナム

10 海鮮団子 三色海鮮団子 200gパック Kitkool / LC Foods 35,000 シーフード（魚・エビ・イカ） 200g ベトナム

1 2 5 6 9

※表中の数字は製品に記載の番号と同一です。
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出所：スーパーマーケットBach Hoa Xanhの販売価格を纏めてInfoBank作成。 価格は2026年３月26日時点のオンラインスーパーでの価格。

主要な冷凍食品：調理済み加工品
調理済み加工品は主に外資系食品メーカーにより、フライドチキン、ピザ、肉まん、餃子等の冷凍食
品がローカル系スーパーでも販売されている。

No. カテゴリー 製品名 価格 価格 VND 具材 内容量 生産国
1 おにぎり おにぎり エビ辛味ソース 200g入り Hien Thao 35,000 エビの辛味ソース 200g ベトナム
2 餃子 チーズ入り餃子 252g入り Bibigo（韓国） 55,000 チーズ 252g -
3 肉まん ローストチキン＆椎茸入り肉まん 320g入り C.P 46,000 ローストチキンと椎茸 320g ベトナム
4 フライドチキン クリスピーチキンフィンガー 300g入り C.P 69,000 鶏肉 300g -
5 肉まん 豚肉＆うずら卵入り肉まん 250g入り Tho Phat 28,500 豚肉・うずらの卵 250g ベトナム
6 ピザ チーズピザ 120g Manna 39,000 チーズ 120g ベトナム
7 スパゲッティ ミートソーススパゲッティ 250g SG Food 33,000 豚肉と牛肉の合いびき肉ソース 250g ベトナム
8 餃子 ヘルシーマンドゥ エビ入り 300g Bibigo（韓国） 72,000 エビ 300g ベトナム
9 フライドチキン ポップコーンチキン（クリスピーフライド） C.P 56,500 C.P 300g ベトナム

1 2 3 6 7

※表中の数字は製品に記載の番号と同一です。
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出所：各社公開情報を基にInfoBase作成。

直近の参入事例
2024年以降、味の素や日清製粉ウェルナに加え、Vedan Vietnamなど外資系食品メーカーが相
次ぎベトナム冷凍食品市場へ本格参入し、多様な冷凍惣菜・スナック商品が立ち上がり始めている。

企業名：Ajinomoto Vietnam Co., Ltd.
商品名：日本式ギョーザ
参入年：2024年（ベトナム冷凍食品市場への本格参入として、
冷凍ギョーザを発売）
2024年に初の冷凍食品としてギョーザを投入し、「家庭で日本食体
験」を前面に出したプロモーションを展開。

企業名：VEDAN VIET NAM
Vedan Vietnamは、もともとMSGや調味料メーカーだが、2024年
にベトナムで新たに「冷凍食品」カテゴリーを立ち上げ、本格参入して
いる。主な商品ラインナップは冷凍たこ焼き、冷凍台湾クリスピーフラ
イドチキン、冷凍海鮮ニラチヂミなど

企業名：Vietnam Nisshin Seifun Co., Ltd
2025年11月に新製品として、冷凍パスタの展開を公表している。

※写真は各社の公式HPより引用

ベトナム冷凍食品市場における主要な参入事例
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出所：InfoBase作成。

ベトナムの冷凍食品チャネル
短中期的に成長が期待できるベトナムの冷凍食品のチャネルは家庭用ではミニスーパー、業務用向
けチャネルである。

スーパーマーケット
ハイパーマーケット

デパートメントストア
・大型GMS
コンビニ

ミニスーパー

専門店（精肉店・シーフード
専門店・冷凍食品専門店）

伝統的小売
街の食料品店

オンライン

HoReCa・加工業者向け

大型現代小売を介した業務
用調達

加工業者向け原料供給

ファストフード
飲食チェーン

都市部中心に冷凍庫スペースが最も大きく、カテゴリーも多い（冷凍肉・
シーフード・野菜・スナック・惣菜など）。

都市上位層・中間層を対象に、高価格帯／輸入冷凍食品（輸入牛肉、サーモン、
ピザ等）を扱う。品揃えのプレミアム化・輸入比率の高さが特徴

都市部～郊外で即食・少量ニーズの冷凍食品（スナック、アイス、簡便惣菜など）を扱う。立地密度が
高く、夜間需要や単身・若年層の需要を取り込むチャネルであり、冷蔵・冷凍の陳列はまだ限定的だ
が拡大傾向

プレミアム肉・シーフード、輸入品を中心に、家庭用パックで販売する店舗
が都市部で増加傾向。

冷凍インフラが未整備なため、品揃えや品質は現代的小売に比べ限定的。

EC・オンライン食品スーパーは、都市部を中心に急成長しており、冷凍食
品でも重要なチャネルになりつつある。

ホテル、レストラン、フードサービス、ケータリング業者向けに冷凍肉・シー
フード・ポテト・加工食品をまとめて調達。

中小レストラン・屋台などは、コストと取引条件の観点から、ハイパーマーケットやキャッシュ＆キャ
リー型店舗で箱単位の冷凍食品を調達するケースが多い。MMメガマートはその代表例。

水産・畜肉・惣菜工場向け原料供給としてのチャネル。

メニュー標準化のため、特定サプライヤーと専用規格品を開発することが
多い。

家庭用

業務用

最終
顧客別

短中期的に成長が期待できるチャネル



ベトナム冷凍食品市場レポート（2026年） ―市場構造・消費者分析・参入戦略―23

        

Copyright © 2026 by InfoBase Co., Ltd. All rights reserved.

出所：Masan Groupの公開情報に基づいて作成

現代小売（ミニスーパー）の発展
現代小売の中でもベトナムではミニスーパーの成長性が高く、冷凍食品を扱う小売店が今後も拡大
していくと考えられる。
◼ ベトナムでは、ミニスーパー（ミニマート／ミニスーパーマーケット）がここ数年、モダントレードの中で最も成長している小売形態の一つとなっている。
◼ ミニスーパーでは生鮮食品や冷凍食品も取り扱っており、品揃えの面でコンビニとの差別化が図られている。また、二輪車中心の移動文化の中で、住

宅地に近い数十㎡規模の物件で展開できるため、立地の良い場所に出店するコンビニと比較して家賃を抑えやすく、駐車スペースも小さくて済む。こう
した利点から、都市部だけでなく地方にも拡大が進んでいる。

◼ Masanグループ傘下のWinCommerceが運営するWinMart／WinMart+は、ベトナム小売市場における最大級のチェーンであり、2026年2月
末時点で全国に約4,700店舗のネットワークを有している。

コンビニ ミニスーパー

代表例 Circle K、FamilyMart、7-Elevenなど Winmart+、Bach Hoa Xanhなど

平均客単価 比較的に低単価：軽食・ドリンク中心 生鮮・日用品中心となり、コンビニと比べる
と高単価

同時購入商品数 即食・単品買いが多い まとめ買いが多い

主な顧客層 学生・若年層・オフィスワーカー中心 共働き世帯・主婦・ファミリー層中心

主力商品 軽食、飲料、スナック、コーヒー、即席食品 生鮮食品、調味料、冷凍食品、日用品

価格帯 高め 伝統市場に近い中価格帯

営業時間 24時間営業 6:00〜22:00程度（夜間需要にも対
応）

立地特性 交差点・駅前・オフィス街など好立地、家
賃高 住宅街・路地裏・郊外、家賃抑制可能

強み 即時ニーズ対応、カウンターサービス、ブラ
ンド力

生鮮対応力、日常使いの価格設定、夜
間ニーズ対応

ベトナムにおけるコンビニとミニスーパーの比較

3,660 3,828 
4,592 4,737 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2023 24 25 26

WinCommerce全体の店舗数推移
（WinMartスーパー＋WinMart+ミニマート＋WiN）

※各年年末の情報。2026年は2月末時点の数値

店舗数

コンビニは「若年層が軽食や飲み物を買う場所・集まる場所」としては一定の役割を果たしているものの、「家族の
晩ご飯の材料をまとめて買う場所」としての利用は限定的であり、主要顧客である学生・若年層の客単価も相
対的に低いため、十分な採算を確保しにくい構造がある。
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出所：InfoBank撮影・作成。

大型現代小売を介した業務用販売チャネル
一般家庭向けの冷凍食品に加えて、飲食店など業務用の大容量パックや業務用冷凍食品を扱う
大型小売店も存在。

◼ MM Mega Market（MMメガマーケット）は、タイTCCグルー
プ傘下の現代型ホールセール兼スーパーマーケットで、ベトナム
全国に大型店舗網を展開する小売・卸売チェーンである。精
肉・鮮魚・野菜・乳製品などの生鮮食品をフルラインで扱うほか、
一般家庭向けの冷凍食品に加えて、飲食店など業務用の大
容量パックや業務用冷凍食品も豊富に取りそろえている点が特
徴である。

◼ MM Proおよびそのマーケットプレイス機能「MM Mall」により、プ
ロ顧客がオンラインで大量発注・価格確認・プロモーション確認
を行える仕組みが整備されている

（撮影：InfoBank、2026年3月、ホーチ
ミン市 MM メガマーケット アンフー店）
ベトナムでは伝統市場での生鮮食品購入が依
然主流だが、都市部では変化が進む。2026
年3月に訪れたホーチミン市のMM Mega 
Marketでは、鮮魚・精肉の充実した生鮮コー
ナーに加え、自社ブランドの業務用冷凍フレンチ
フライや輸入モッツァレラチーズなど、飲食店向け
B2B商材が大きな棚を占めていた。小売と卸
売を兼ねるハイブリッド業態が、ベトナムの食品
流通の新たな一面を映し出している。

B2B専用オンラインサイト「MM Pro」
業務用顧客（HORECA＝ホテル・レストラン・

給食、トレーダー等）向け
https://mmpro.vn/

https://mmpro.vn/
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出所：InfoBank作成。

給食・ケータリング・工場向け食堂
ベトナムではケータリング（企業・工場・学校・病院など向け）は、オフィスや工業団地・学校の食事
を外部委託する動きが拡大。

◼ 調理済み冷凍品・半製品を導入することで、こうした大規模供給現場は「人件費削減」「歩留まり改善」「メニュー標準化」によるメリットを得やすく、
価格と品質が合えば受け入れ余地が大きい。

工場向け食堂・
産業給食

学校給食・教育機関

企業・オフィス・一般
ケータリング

病院

• ベトナムは輸出志向型の製造業集積が進んでおり、北部・南部を中心に多数の工業団
地・輸出加工区が形成されている。

• 工場労働者向けに、1日2〜3食を提供する必要があるため、工場ごと・団地ごとに、毎
日膨大な食数が発生する。

• 都市部のインターナショナルスクールや新設校では、給食を専門ケータラーに全面委託す
る事例が増えており、外部業者が栄養管理・衛生基準（ISO認証など）を満たした形
で調理・供給している。

• 多品種少量のメニューを組む必要がある企業・イベント向けでは、冷凍前菜・スナック・デ
ザートなどの半製品を組み合わせることにより、品揃えの幅と調理オペの両立が図りやすい。

• 民間病院は中間層・富裕層向けのサービス差別化を進めており、食事の質や多様なメ
ニューを重視する傾向が強い。栄養管理・衛生基準に沿ったメニューを提供する必要があ
るため、規格化された半製品・調理済み冷凍食品の導入余地はある。
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出所：各社公開情報及び現地報道を基に2026年3月時点の情報を作成。店舗数は直近店舗数から推測される推計値。

飲食・カフェ・ファストフードチェーン
ベトナム飲食業界は主にカフェとファストフードが先発的に店舗数を伸ばしているが、今後はフルサービ
ス系の飲食チェーンが伸びると考えれる。

0 500 1000

Highlands Coffee
Trung Nguyen系

Lotteria
KFC

Jollibee
Phuc Long
Starbucks
Pizza Hut

GoGi House
Kichi-Kichi

The Coffee House
King BBQ

The Pizza Company
Katinat

Domino’s Pizza
Hotpot Story

Manwah
McDonald’s

Texas Chicken
Kpub

Sumo BBQ

ブランド名 業態 店舗数 主な提供メニュー

Lotteria ファストフード 約260店舗 ハンバーガー、フライドチキン、ポテト、ドリンク

Jollibee ファストフード 約200店舗 フライドチキン、スパゲッティ、ハンバーガー、ライスセット

KFC ファストフード 約220店舗 フライドチキン、バーガー、ポテト、ライスプレート

Pizza Hut ピザ 約120店舗 ピザ、パスタ、サイド（チキン・サラダ）、デザート

The Pizza 
Company ピザ 約70店舗 ピザ、パスタ、シーフード、サイドメニュー

Domino’s Pizza ピザ 約50店舗 ピザ、サイド（チキン・ポテト）、デザート

Texas Chicken ファストフード 約30店舗 フライドチキン、ビスケット、ポテト、ドリンク

McDonald’s ファストフード 約35店舗 ハンバーガー、ポテト、チキン、デザート、ドリンク

Kichi-Kichi 回転鍋 約115店舗 個人用鍋（しゃぶしゃぶ）、肉、野菜、麺

GoGi House 韓国焼肉 約120店舗 焼肉、韓国料理（ビビンバ・冷麺）、サイド

Manwah 火鍋 約40店舗 台湾式火鍋、肉、海鮮、野菜、点心

King BBQ 韓国焼肉 約85店舗 焼肉、韓国料理、ビュッフェ形式

Hotpot Story 火鍋 約50店舗 多国籍火鍋（タイ・中華など）、肉、海鮮

Kpub 韓国焼肉 約30店舗 焼肉、韓国屋台料理、ビール

Sumo BBQ 焼肉 約30店舗 日本式焼肉、寿司、サイドメニュー

Highlands Coffee カフェ 約950店舗 ベトナムコーヒー、ミルクティー、軽食

Trung Nguyen系 カフェ 約900店舗 ベトナムコーヒー、ブラックコーヒー、軽食

Phuc Long カフェ 約200店舗 ミルクティー、コーヒー、茶系ドリンク

Starbucks カフェ 約150店舗 コーヒー、フラペチーノ、軽食、デザート

The Coffee House カフェ 約90店舗 コーヒー、ティー、ジュース、軽食

Katinat カフェ 約70店舗 コーヒー、フルーツティー、ミルクティー、軽食

ベトナムにおける主要外食・カフェチェーンの店舗数と業態別構成

約260店舗

約200店舗
約220店舗
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約70店舗

約50店舗
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約35店舗

約115店舗
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約30店舗

約900店舗
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店舗数
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出所：InfoBase作成。

ベトナム冷凍食品の市場規模

2026年のベトナム冷凍食品の市場規模は業務用が約246億円、家庭用が約254億円と推測。

222.8 234.5 246.7 259.6 273.2 287.5 

229.5 241.5 254.1 267.4 281.4 296.1 

0
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業務用 家庭用億円

※ベトナムにおける冷凍食品の市場規模の推計方法
1. 日本の冷凍食品市場（基準値）：一般社団法人 日本冷凍食品協会の統計によると、2024年の日本の冷凍食品の生産金額は約8,006億円（業務用：約3,944億円、家庭用：約
4,062億円）
2. ベトナムの冷凍食品普及度の仮定：ベトナムの都市人口比率はおおよそ4割にとどまり、冷凍食品のサプライチェーンや消費習慣の浸透度も日本と比べて限定的。そのため、日本の普及度を「1」とし
た場合、ベトナムは地方都市を含めても「0.5」程度と仮置きする
3. GDP比による市場規模の推計：2025年の名目GDPベースで、ベトナムのGDPは日本の約11.3%に相当する。日本の市場規模 × GDP比（11.3%） × 普及度係数（0.5）で算出すると、
2024年時点のベトナムの冷凍食品市場が推計可能。
4. 将来予測に用いる成長率：世界銀行の統計による実績値（2021〜2023年）に基づくベトナムのGDP平均成長率は5.23%。この成長率を5年間にわたり適用し、将来の市場規模を試算する。
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出所：InfoBank作成。

市場規模：より詳細な測定アプローチ方法
詳細に計算する場合、ベトナム冷凍食品市場は短中期に業務用、中長期に家庭用が成長を牽引するた
め、セグメント別分析が必要。家庭用は需要側推計、業務用は企業ヒアリングによる推計が有効。

家庭用
「世帯の購買行
動」から積み上げ
る

A＝世帯数
B＝カテゴリごとの月間購入頻度
C＝1回当たり購入量
D＝平均単価
※「年間数量＝A × B × C × 12」を計算し、
「家庭用市場規模＝年間数量 × D」で求める。

• 消費者向け定量調査（オンラインパ
ネル等）で購入頻度、購入量、平均
単価等を調査。

業務用 「店舗の使用量」
から積み上げる

【現状の市場規模】
A＝店舗数
B＝1日あたり使用量
C＝年間営業日数
D＝平均単価
【将来の市場規模】
主要な飲食・給食、加工企業に対して、将来の
開発・投資計画についてヒアリングを行う。

• 将来の市場規模予測のためには、主
要な飲食・給食・加工企業に対し
「新メニュー開発計画」「セントラルキッ
チン・工場投資計画」「新店出店・業
態転換計画」「冷凍品の活用拡大
方針」などをヒアリングする必要がある。

市場区分 測定方法 測定方法の詳細 主な調査方法

◼ ベトナムの冷凍食品の市場規模は、現時点の規模と今後の成長スピードによって将来の見通しが大きく変わる。短中期的には業務用、中長期的に
は家庭用がそれぞれ成長の牽引役になると考えられるため、セグメントを分けた分析が推奨される。

◼ 推計手法もセグメントごとに異なる。家庭用では、消費者向けのアンケートやインタビュー調査を通じて購入頻度・購入量を聞き取り、需要側から推計
するアプローチが中心となる。一方、業務用では、主要な飲食・給食・加工企業に対して冷凍食品の活用拡大の方針をヒアリングし、ボトムアップで市
場規模を積み上げる手法が求められると考える。
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ベトナム冷凍食品市場レポート（2026年）
• 市場環境・市場基盤
• 市場動向・市場規模・事例・チャネル
• 消費者動向
• 日本企業への戦略・提言
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出所：InfoBase撮影・作成。

伝統小売の存在と冷凍食品に対するベトナム消費者のイメージ
現状では、ベトナムでは、「伝統小売（生鮮市場・wet marketなどの対面小売のほうが新鮮である」とい
う認識が強い。冷凍食品は「便利だが、フレッシュより品質が劣る」「添加物が多そう」「味・食感・栄養が落
ちる」といったイメージを持つ消費者が少なくない。

信頼関係としての伝統市場
• ベトナムの野菜・肉などの買い物では、「誰

から買うか」が重要で、常連の売り手との
個人的関係を通じて信頼が形成される。

• 「長年同じ露店から仕入れている」「家族ぐ
るみで知っている」ことで、品質だけでなく、
価格交渉やおまけ、取り置きなども含めた
関係性が資本になっている。

社交空間としての機能
• また、伝統市場（chợ）は、買い物だけ

でなく「近所の人や知り合いと会って話す」
「日々のニュースや噂を共有する」社交空
間としての役割を持つとされる。

• こうした長年の人間関係と社交機能があ
るため、「あの人から買えば安心」「話もで
きるし、サービスもしてくれる」という非機能
価値が、冷凍食品や近代小売への切り替
えインセンティブを弱めている。（撮影：InfoBank、2026年3月、ホーチミン市Ba Chieu市場）

ホーチミン市内中心部からバイクで10分ほどの距離に位置するこの市場は、周辺住民の日常的な食料調達の場として長年機能し
てきた場所。午前中の市場内は活気に満ちており、入口付近には「THỊT SẠCH GIÁ SỈ」（清潔な肉・卸売価格）と掲げた精肉
店が並び、豚肉や鶏肉がその場で捌かれている。エビ、イカ、白身魚などが所狭しと並べられている。売り手の女性たちは常連客と言
葉を交わしながら、慣れた手つきで魚の鱗を落とし、注文に応じてその場で下処理を済ませていた。スーパーマーケットやコンビニエンス
ストアが市内各所で増加するなかでも、こうした伝統市場には毎朝多くの買い物客が足を運んでいる。
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出所：Q&Me

消費者の嗜好
冷凍食品は利便性や長期保存性で支持され消費拡大。一方で鮮度や保存料への不安、味・品
質への懸念が普及の主な課題となっている。

冷凍食品の人気カテゴリ 冷凍食品の評価ポイント
（好まれる理由）

冷凍食品の評価ポイント
（不満な理由）

◼ 冷凍食品では冷凍肉が74％で最も人気。長
期保存と下処理済みの利便性が支持される。

◼ 次いで冷凍水産物が67％、季節に左右されず
手軽に利用可能。餃子・点心も50％で、手軽
で本格的な食事として人気を集めつつある。

◼ 冷凍食品の消費増加は利便性（81％）
が主因。忙しい生活に適した手軽さが支持
される。長期保存（56％）で買い物頻度
を減らせる点や、多様なメニュー（55％）も
魅力となっている。

◼ 冷凍食品は普及が進む一方、鮮度の低さ
（62％）や保存料への不安（62％）が
主な障壁となる。安全性や栄養面への懸念
に加え、味や食感が劣ると感じる消費者も
22％存在する。

ベトナム消費者による冷凍食品への嗜好性
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出所：VnExpress等の現地報道を基にInfoBank作成。

冷凍食品に対するイメージの固定化
ベトナムでは、違法冷凍品や偽装肉の摘発が相次ぐことで「冷凍＝不安」のイメージが固定化し、家
庭用冷凍食品の普及を妨げていると考えられる。

冷凍食品に対する構造的・心理的障壁
• 近所のウェットマーケットで肉・魚・野菜を安価に

日々調達できるベトナムでは、「わざわざ冷凍食
品を買う必然性」が構造的に弱い。

• さらに、冷凍食品には「鮮度が劣る」「防腐剤や
添加物が多そうだ」「栄養価が落ちそうだ」といった
ネガティブな印象が根強く残っている。こうした認
識は科学的事実に基づくというよりも、経験とイ
メージの積み重ねによって形成されている。

冷凍食品への不信を増幅する事件
• 直近でも、2025年にはハノイやゲアン省など各地

で、書類のない冷凍鶏肉・鶏足・豚尾といった数
十トン規模の違法輸入品や無表示冷凍品が
次々と摘発され、「冷凍＝出所不明・管理不十
分」という印象を消費者に植えつけている。

• 同年、ホーチミン市では、豚肉を牛血や着色料の
混合液に漬け込み、見た目を牛肉そっくりに偽装
した「ニセ牛肉」の製造グループも摘発された。

• この偽装肉は冷凍・包装された状態で流通してお
り、1日あたり約600kgが市内および周辺省の約
75の飲食店に供給されていたと報じられている。

厳罰化の動きと冷凍食品に対するイメージの固定化
• こうした事態を受け、公安省は禁止化学物質や未承認添加物の使用、病死家畜の肉や違法添加物を用いた食品の製造・販売に対し、3億〜30

億VNDの罰金や事業停止・懲役刑を含む厳罰化を提案している。
• しかし一方で、食品安全キャンペーンやメディア報道がこうした事件を繰り返し取り上げることにより、消費者の意識の中では「加工・冷凍＝添加物・偽

装リスク」というイメージがかえって固定化されやすくなっている。こうした心理的ハードルの存在が、家庭用冷凍食品の普及を妨げる一因となっている。
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出所：Sapo、Moi Truong Xay Dung、

時短と利便性の追求と代替手段（冷凍食品vs外食・デリバリー・中食）

ベトナムにおいて、時短ニーズの高まりが直ちに冷凍食品の需要拡大に結びつくとは限らない。

都市化と利便性志向が冷凍食品需要に直結するとは限らない理由：―外食・デリバリーとの競合構造
◼ ベトナムにおける冷凍食品の発展要因として一般的に挙げられるのが、都市化とライフスタイルの変化である。共働き世帯や単身世帯の増加に伴い、

「時短」「利便性」を重視する消費者が増えたことで、冷凍食品が受け入れられやすい土壌が生まれたとされる。とりわけ都市部の若年層やホワイトカ
ラー層のライフスタイル変化が、冷凍食品の普及を先導しているという見方が主流だ。

◼ しかし、これは事実の一部と見るのが適切と思われる。「利便性志向」の受け皿は冷凍食品だけではない。ベトナムには、外食・デリバリー・惣菜の持ち
帰りといった多様な選択肢がすでに存在する。街中には屋台や食堂が充実しており、持ち帰り文化も根強い。さらに、Grabをはじめとするフードデリバ
リーサービスも、人件費の安さを背景に手軽な価格で利用できる。つまり、時短ニーズの高まりが直ちに冷凍食品の需要拡大に結びつくとは限らない。

冷凍食品 外食・持ち帰り フードデリバリー 中食

【一般的な通説】
共働き世帯や若年層を中心
に「時短・長期保存・まとめ買
い」のニーズに応えられると
される。

• 食堂・屋台・ローカルレストラ
ンが非常に多く、低価格で出
来立てが食べられ、持ち帰り
容器も一般化しているため、
「調理ゼロでそこそこ安い」と
いう点で、冷凍食品の実質的
な代替手段になり得る。

• ベトナムではGrabFoodなど
のフードデリバリーが都市部
で広く普及しており、配達員

の人件費水準が相対的に低
いことから手数料も比較的
安く抑えられている。

• 近年はスーパーマーケットや
ミニスーパーの惣菜売場が
拡充し、フライドチキンや揚

げ春巻きなどの揚げ物に加
え、コムタムやブンなどロー
カルフード系の弁当・惣菜も
充実してきている。

vs

ベトナム特有の「時短」食品・食事に関する代替選択肢



ベトナム冷凍食品市場レポート（2026年） ―市場構造・消費者分析・参入戦略―34

        

Copyright © 2026 by InfoBase Co., Ltd. All rights reserved.

出所：世界ラーメン協会の推計（2024年）、日本経済新聞

時短と利便性の追求と代替手段（ 冷凍食品 vsインスタントラーメン）
ベトナムではインスタントラーメンの1人当たり消費量が世界一で、1袋約25円と極めて安く、冷凍食
品が訴求できる点の１つである「時短・簡便」ニーズに代替し得る。

1人あたりの即席麺の年間消費量上位10カ国
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中国

単位：食
◼ 世界ラーメン協会（WINA）の推計によると、2024年の1人当た

り即席麺消費量が最も多かった国はベトナムで、年間81.8食と、2
位の韓国（79.2食）や3位のタイ（57食）を上回った。これはベ
トナム人が平均しておよそ4.5日に1食のペースでインスタントラーメ
ンを食べている計算になる。物価が上昇するなかで、低価格かつ調
理が手軽な食品として幅広い層に浸透していることが、この消費量
の背景にある。

◼ 価格面での手軽さも際立っている。ベトナムではインスタントラーメン
の袋麺が1袋あたり約4,100〜4,400ドン（日本円で約25〜27
円）で販売されており、学生や工場労働者といった所得層でも日
常的に手が届く存在である。

• 冷凍食品が「時短・簡便食」として位置づけられているのと同じように、ベトナムではインスタントラーメンがその役割を大きく担っている。とくにベトナムで
はインスタントラーメンの消費量が世界的に見ても突出しており、価格も非常に安いため、冷凍食品の一部用途に対して実質的な代替になり得る。

エースコック・ベトナムの「Hao Hao
（ハオハオ）」は、ベトナムの即席
麺市場において象徴的な存在であ
り、「国民的な麺」「国民食」として
言及されることが多い。累計販売
は300億食超とされるなど、量・ブラ
ンド想起ともに“国民的ブランド”と
呼べる規模と親しみを獲得している。
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ベトナム冷凍食品市場レポート（2026年）
• 市場環境・市場基盤
• 市場動向・市場規模・事例・チャネル
• 消費者動向
• 日本企業への戦略・提言
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出所：InfoBank考察。

冷凍食品の需要の担い手・チャネル（中長期で伸びるセグメント）
ベトナムではHoReCaやセントラルキッチン向けBtoB冷凍食利用が短中期で伸び、その延長として
都市部オフィスワーカー・若者を起点にBtoC向け冷凍食品が中長期で浸透すると思われる。

BtoB
チャネル

BtoC向け
冷凍食品の広まり

利用が進むと思われる層：
都市部オフィスワーカー、若者層、コンビニ利用が日常化している層。
• 都市部オフィスワーカー層はコンビニのホットスナックを日常的に利用しており、冷凍惣

菜やスナックとの接点が増えている。「軽食・小腹満たし」用途等。

HoReCa（ホテル・レストラン・ケータリング）
• 成長が著しい外食産業での使用。ホテル朝食ビュッフェ、レストランチェーン、工場・学

校給食などで冷凍食材・食品（魚介、肉、野菜）が使用。
セントラルキッチン・中食（スーパー惣菜・コンビニ）
• 店舗内調理機能により、冷凍ミール・キットや半調理素材のBtoB需要を牽引。

抵抗が残る層
地方・高齢層・自炊重視層

（短中期）

（中長期）

抵抗が残る層
• ウェットマーケットの生鮮は依然として安く、日常的にアクセスしやすいため、「わざわざ

冷凍を買う理由」が価格面で弱い一方、きちんとしたブランド冷凍品は相対的に高く、
「高いのに生鮮より劣る気がする」という評価になりやすい。

• 伝統的に「市場でその日の食材を買い、その日に調理して食べる」というライフスタイル
が強く、「新鮮＝市場」「冷凍＝本来の形ではないもの」という感覚が根強い・

ベトナムにおける冷凍食品の浸透イメージ
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出所：InfoBank作成。

結論：市場の成長要因・阻害要因・日本企業の打ち手
ベトナム冷凍食品市場はインフラ整備や時短ニーズが成長を後押しする一方、根強い生鮮信仰や
代替手段の存在が壁となる可能性。日本企業には現地特性を踏まえた戦略が求められる。

日本企業の打ち手

ベトナム冷凍食品市場
の成長要因

成長を妨げる
阻害要因

市場の変化

1. 小売・物流インフラの整備 ミニスーパーや低温物流網の拡大により、一般消費者が冷
凍・チルド食品を手に取りやすい環境が整いつつある。流通効率の向上は売価の抑制に
もつながっている。

2. 原材料調達の容易さ ベトナムでは魚・肉類・野菜などの加工向け原材料の生産が盛
んで、調達が容易である。

3. 輸出向け加工インフラの転用余地 国内には輸出向けの畜産・水産加工業が集積して
おり、HACCP対応の高度な工場が多数存在する。これらの設備や原料調達力を、国
内の冷凍・チルド市場向けに転用しやすい素地がある。

4. 共働き世帯の時短ニーズ ベトナムは女性の社会参加率が高く、共働き世帯が多い。
家事負担の軽減ニーズから、時短調理への関心が着実に浸透している。

5. プロモーションによるイメージ改善 試食などのプロモーションを通じて、「冷凍食品＝美
味しい・簡便・安全」という認識が広がりつつある。すでに現地市場で冷凍食品を展開す
る企業のプロモーション効果は、期待以上に大きいとされる。

根強い「生鮮信仰」
• 「生鮮市場やウェットマーケットのほうが新鮮だ」

という認識は依然として根強い。冷凍食品に
対して「便利だが品質は劣る」「添加物が多そ
う」「味・食感・栄養が落ちる」といったネガティブ
なイメージを持つ消費者は少なくなく、この意
識の壁が予想以上に残り続ける。

時短ニーズの受け皿が多様
• 時短ニーズの高まりが、そのまま冷凍食品の需

要拡大に直結いないパターン。
• ベトナムでは外食・デリバリー・惣菜の持ち帰り

といった選択肢がすでに豊富に存在する。街
中には屋台や食堂が充実し、持ち帰り文化も
根強い。人件費の安さがこうした外食中心の
構造を支えている。
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出所：InfoBank作成。

結論：市場の成長要因・阻害要因・日本企業の打ち手
BtoB冷凍食品供給を参入口に、外食チェーン拡大を見据えた展開、「冷凍でも安全で美味しい」
への消費者啓蒙といった打ち手が考えられる。

日本企業の打ち手

ベトナム冷凍食品市場
の成長要因

成長を妨げる
阻害要因

市場の変化

業務用・ケータリング向け冷凍食品の供給
• 企業・工場・学校・病院などのケータリング分野では、食事の外

部委託が拡大している。
• 調理済み冷凍品や半製品の導入により、大規模供給の現場

では「人件費削減」「歩留まり改善」「メニュー標準化」といったメ
リットを得やすい。価格と品質が合えば受け入れ余地は大きく、
BtoB領域は有望な参入口となる。

• 加えて、スーパーマーケットやコンビニエンスストアにおける惣菜
（調理済み食品）コーナーの拡充も有望な供給先か。

外食チェーンの発展を見据えた食材供給
• 現状のベトナムの主要外食業態はカフェやファストフードが中心

だが、今後はセントラルキッチン型のフルサービスレストランチェーン
が発展する余地が大きい。日系・現地系チェーン向けの専用冷
凍食材を開発するなど、外食産業の成長を取り込む戦略が有
効ではないか。

プロモーション・啓蒙活動による消費者マインドの転換
• 阻害要因として挙げた「冷凍食品＝品質が劣る」というイメージ

を崩すには、消費者への啓蒙活動を実施。試食イベントや店頭
デモンストレーションを通じて、冷凍食品の味・品質・安全性を
体験してもらい、「冷凍でも美味しい」という認識を浸透させる。

• ただし、市場が本格的に立ち上がる前の段階でプロモーション費
用を先行投資する必要。
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• 当レポートに掲載している情報の正確性について万全を期しておりますが、その
内容について保証するものではありません

• 当レポート記載の間違い、情報の欠落、あるいは、掲載されている情報の使用に
起因して生じる結果に対して一切の責任を負わないものとします

• 当レポートに掲載されている全ての情報は、その時点の情報が掲載されており、
完全性、正確性、時間の経過、あるいは、情報の使用に起因して生じる結果につ
いて一切の責任を負わないものとします
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